
【原爆について】
◎原爆の破壊力
　僕は原爆ドームを見たとき、言葉を失いました。なぜなら、原爆が落とされる
前の広島県産業奨励館はすごく丈夫そうな建物だったからです。その建物が一
瞬で倒壊してしまうほど、原子爆弾は強い威力だったのです。建物が崩壊する
ほどの爆風、鉄が溶ける温度より高い熱線、人体に深刻な影響が出る放射線
が、直接関係のない人をおそうなんて、あってはならないことだと思いました。
◎戦争の怖さ
　アメリカ人は、こんなにたくさんの死者を出そうとしていたのでしょうか。そんなことを思いながら話を聞いて
いたら、ガイドの方が「なるべく被害を大きくするために空中で起爆させた」とおっしゃいました。僕はそれを聞い
て、以前こんな話を聞いたことを思い出しました。「誰も人を殺したいなんて思わない。だから、相手を人だと思
わないで戦うように洗脳するのだ」と。確かに相手を人だと思っていたら、被害を大きくしようとは決して思わな
いと思います。戦争では人の頭や心を洗脳させ、自分の考えをもたせないようにしているのだと思いました。
【平和になるために】 
　僕は、この広島研修で、原爆は二度と落としてはいけないということを学びました。当時、戦争を終結させる
ために原爆が落とされましたが、その原爆が罪のない人をたくさん殺してしまいました。たった一発の原爆でヒロ
シマに大きな被害を与えました。たとえ戦争を終わらせるために原爆を落としたのだとしても、罪のない人を巻き
込むなんてあってはならないことだと思います。世界が平和になるためには、お互いの気持ちを尊重し合うことが
大切だと僕は思います。それは、日常生活でも言えることではないでしょうか。日頃から人の気持ちを尊重してい
たら、原爆を落とそうとは思えないと思います。だから僕は、日頃から相手の気持ちを大切にしようと心がけてい
ます。そして、このことを学級や学年、地域、最終的には世界へとどんどん考えを広げていくことが、平和への
道になるのだと考えています。
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【しげるちゃん弁当を食べて】
　しげるちゃん弁当は自分が思っていたよりも量が少なく、しかもそれは「弁当」と名前が付いていたけれど、私
たちが普段食べているようなお弁当とは大きく異なっていて驚きました。
　その日の私たちは、愛知県から広島県まで移動をしただけなのに、お腹が空いていて量が少ないと感じました。
当時の人たちが重労働をしていたことを考えると、私たちよりももっと空腹だったのではないかと思いました。
【平和記念資料館について】
 　戦争や平和について知っていたことも知らなかったこともたくさんあり、戦争の起きた原因や当時の人たちが
受けた被害など、たくさんのことを知ることができました。中でも私が「ひどい」と思ったのが、穴のたくさんあい
たボロボロの服や血の跡がついた服です。今まで写真でしか見たことがなく、よく分かっていなかったことが、実
際に見て分かった気がしました。自分に熱線やがれき、ガラスなどが突き刺さったら…と考えると、今の時代に生
きていることをとてもありがたいと感じました。
　今でも世界のいろいろな国にまだ核兵器がたくさんあること、そして、これからも増え続けるだろうということ
を知りましたが、少しでも核兵器が減ってほしいと心から思いました。
【被爆ピアノコンサートで】
　被爆ピアノは自分が思っていたよりも傷ついていたけれど、音は今の
ピアノとほとんど同じように感じました。曲や音色を聞いていると、戦
争であった出来事や今に至るまでを自分たちに語りかけてくるような気
がしました。また、歌詞の意味もとても奥深く、歌ってくださった人の気
持ちや歌詞を考えた人の気持ちが伝わってきました。
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弥富中学校
　弥富中学校では、心豊かで自ら学び、心身ともにたくましい生徒の育成をめざしてさまざまな教育活動を
行っています。

　大河内 清輝君のお父さん、大河内 祥晴さんに来ていただき、お話を聞きました。息子の清輝さんのお
話だけでなく、いじめで苦しむ子どもたちからの手紙を紹介しながら、人の傷みをわかる人になってほしい
と語られました。
　生徒一人ひとりが、真剣に受け止め、友達や人との関わりかたについて見つめる良い機会となりました。

　5 月、美浜少年自然の家での
活動を通して、学級や学年の団
結を深めました。 

　6 月、いろいろな業種の事業
所で活動し、働くことの意義や
人との接し方を学びました。

　6 月、首都東京の名所を見学
したり、伝統文化体験を行った
りして、見識を深めました。

《午前の授業》
　２４年前にいじめがきっかけとなり、自ら命を絶った大河内清輝くんの最期の手紙を読み、
「誰もが安心して過ごせる教室にするためには、どんなことが大切か」について、各学級で話し合いました。
《午後の授業》
　演題：「人の心の痛み－いじめについて考えよう　～子どもたちの声・叫びを聞いてください～」

一斉道徳（5 月）
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